
 地理に不案内な来訪者や旅行者等に対し、津波災害等の災害発生時に現在地の危険性を知らせ、適切な避
難行動を促すスマートフォンアプリの開発を促進するため、アプリに必要な機能やデータ形式等を規定した「避
難支援アプリの作成等に関するガイドライン」を策定する。 

平成２８年度（予定） 
津波災害時を想定し、以下の事項について検討会にお
いて整理し、避難支援アプリの作成等に関するガイドライ
ンを策定する予定 
①アプリに求められる要件 
②各種データ形式の標準化等 
③アプリの作成・維持管理等における留意点 
④アプリの利用における留意点 

 

平成２７年度 
 ① 防災アプリの調査・検討 
 ② 試験アプリの作成・機能試験の実施 

① 災害発生時の自動起動 
② 避難行動支援（現在地の危険性・避難先の表示） 
③ 通信障害時に必要な機能（地図データの一時保存等） 
④ 多言語対応 

主な機能 

GPS 

津波警報等の防災
気象情報 
 
避難情報・地図 
・避難場所・ 
ハザードデータ 

地震津波・
大雨 

アプリ 
自動起動 

避難支援アプリの機能開発に関する検討 

津波浸水想定区域 

現在地の標高 5.1ｍ

（13.6ｍ）

（8.6ｍ）
（5.8ｍ）

【大津波警報】 相模湾・三浦半島
第１波の推定到達時刻 16日10時03分
推定される津波の高さ 7ｍ

（10.2ｍ）

青色着色部は、最大クラスの津波が悪条件下で
発生した場合に浸水が想定される区域
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